
第 1 回 6 月 九大本番レベル模試 地理 B 採点基準 
 
１ 単答記述問題 

誤字，脱字，漢字間違いは０点。 

 

２ 論述問題 

① 「設問別加点基準」に基づき加点する。また，その他各問題の主旨に適した解答にも

適宜加点する。ただし，満点を超える得点は与えない。 

② 以下の「共通減点基準」に基づき減点する。 

 

３ 共通減点基準 

① 加点要素における誤字・脱字および漢字の間違いは１点減点。 

② 下線の付け忘れは１点減点。 

③ 指定用語不使用は１点減点。 

④ 字数オーバーは１点減点。 

 

＊減点しなくていい要素，その他の注意 

① 地理用語に関して，漢字の新字体／旧字体や，スロヴェニア⇔スロベニア，パキスタ

ン⇔パーキスターンといったカタカナ表記の通念の範囲内での異体に関しては減点はしな

い。 

② 加点要素以外で誤った記述があった場合，その部分は０点だが，減点はしない。 

③ 加点項目は内容的に整合性が取れていればよく，字句の順序や表現は必ずしも完全に

一致していなくてもよい。 

④ 文章が未完のものも減点しない。 

 

４ 採点記号について  

１．＜□□□□＞ 加点ポイント 

２．□□□□× 事実に誤認あり 

３．□□✔□□ 誤字あり／脱字あり 

 

５ 設問別加点基準 

１）     部分は必須キーワードであり，この表現がなければ当該加点ポイントに

おける加点はしない。その他は同義であれば加点する。 

２）○○／△△ は「○○でも△△でも可」を意味する。 

３）「②（①の･･･として）」は，加点ポイント①を正解していなくても，加点ポイント

②に該当すれば加点する。 



１  問１で A～D を正解していなくても加点する。（21 点） 
問２ ①A は風力発電が盛んである。⋯1 点 
   ②A は偏西風が卓越している。⋯1 点 
   ③A は平坦地が広がり、風を遮る地形が存在しない。⋯1 点 
   ④A では年間を通じて風向が安定している。⋯1 点 
   ⑤B では水力発電が盛んである。⋯1 点 
   ⑥B では西縁にスカンディナヴィア山脈を持つ。（⑤の理由）⋯2 点 
   ⑦C ではサザンアルプス山脈を中央に持つ。⋯2 点（⑧の理由として） 
   ⑧C では水力発電が盛んである。⋯1 点 
   ⑨B は偏西風帯に属す。⋯1 点 
   ⑩C は偏西風帯に属す。⋯1 点 
   ⑪B と C では風力発電も行われている。⋯2 点（B と C どちらか片方のみの場合は 1

点） 
   ⑫C は新期造山帯に位置する。⋯2 点 
   ⑬（⑨の結果）C では地熱発電も盛んである。⋯1 点 
   ⑭D では再生可能エネルギーを利用した発電が盛んではない。⋯1 点 
   ⑮（⑭の理由として）D では石炭が豊富に産出される。⋯1 点 
   ⑯（⑮の説明として）石炭は古期造山帯のドラケンスバーグ山脈付近で産出される。

⋯1 点 
   ⑰（⑮、⑯より）D では低コストで火力発電を行うことができる。⋯1 点 
 
問 3 問 1 にて、E～G を正解していなくても加点する。（15 点） 

① E にてシェール革命が起こる。⋯2 点 
② （①の原因は）シェールと呼ばれる岩盤から天然ガス/石油を取り出す技術が開発

されたことによる⋯2 点 
③ （①の結果として）化石燃料の供給が増加する。⋯1 点 
④ （①の結果として）化石燃料の価格が下落する。⋯1 点 
⑤ （①によって）F の経済は打撃を受ける。⋯2 点 
⑥ （F の説明として）原油や天然ガスの輸出に頼ってきた。⋯2 点 

（原油または天然ガスどちらか一方のみの場合 1 点） 
⑦ G では貿易赤字の拡大に歯止めがかかる/貿易黒字化する。⋯2 点 
⑧ （⑦の原因として）化石燃料の輸入価格が下落している。⋯1 点 
⑨ （⑦の背景として）原発が停止している/火力発電の割合が震災後上昇している。

⋯2 点 
 
 



２ 
問 2 
① 1970 年代末から改革・開放政策を始める。⋯2 点 
② （①の説明として）市場経済を導入するものである。⋯1 点 
③ 経済特区や、経済技術開発区を沿海部に設置する。⋯2 点（片方のみ言及の場合 1 点） 
④ （③では）税制上の優遇が与えられる。⋯1 点 
⑤ （③では）海外資本を誘致する。⋯1 点 
⑥ 海外企業は安価な労働力にひかれて中国に進出した。⋯1 点 
⑦ 軽工業分野（繊維など）の工業化が最初に進んだ。⋯2 点 
⑧ （⑦の説明として）輸出志向型の工業化が進んだ。⋯2 点 
⑨ 国有企業の改革を行った。⋯1 点 
⑩ 外国企業からの技術提供を受けた。⋯1 点 
⑪ （⑨，⑩より）鉄鋼などの重化学工業の生産も拡大した。⋯1 点 
⑫ 巨大な人口を背景とした国内需要によって経済成長が拡大した。 ⋯ 2 点        

※人口に言及せず、「国内需要の拡大により、経済成長が拡大した。」の場合 1 点    

※経済成長に言及せず「人口が多いため、国内需要も大きい」の場合も 1 点 
⑬ 2000 年代初頭に WTO に加盟した。⋯1 点 
⑭ 国内市場の開放を行った。⋯1 点 
⑮ 貿易の自由化を行った。⋯1 点 
⑯ （⑭，⑮より）世界各国との貿易が活発化した。⋯2 点 
⑰ 輸入部品を用いた電子通信機器/家電製品の組立工業が盛んとなった。 ⋯1 点 
                    の加工貿易が盛んとなった。    
⑱ 中国は現在国際分業における重要な製造拠点である。⋯1 点    
 
問 3 ※満点を越えない。 
① 沿海部と内陸部の経済格差が拡大している。⋯2 点 
② 沿海部への人口集中が生じている。⋯2 点 
③ 中国はエネルギー源を石炭に依存している。⋯2 点 
④ （②，③と）工業化により、沿海部で大気汚染が生じている。⋯2 点 

（ただ単に「大気汚染が問題となっている」とした場合も 2 点） 
⑤ （②と）工業化により、沿海部で電力不足が生じている。⋯1 点 
⑥ （都市化により）華北では水不足が生じている。⋯1 点 
⑦ （⑥の説明として）華北は、比較的降水量が少ない。⋯1 点 
⑧ 政府は西部大開発を推進している。⋯2 点 

（西部大開発という言葉がなく「内陸部の開発を推進している」の場合⋯1 点） 
⑨ （⑧の説明として）経済の格差の是正のため。⋯1 点 



⑩ 内陸部での天然ガス開発を行う/天然ガスのパイプラインを建設する。⋯1 点 
⑪ 長江中流域での巨大ダムの建設。⋯1 点 
⑫ （⑪の説明として）電力を沿海部に送っている。⋯1 点 
⑬ （⑪の説明として）水資源を華北に輸送している。⋯1 点 


